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7月15日凶
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実行祭員畏織iJ

l'マチ:17フバンドステージ
キ?ンペーン刀ール発型里会

ビール・ ジユースQ~，み大会

町民ふれあいパーティー

18訓ト18:35 民隠・民銅〈民俗母好会犬曾震興会〉
18:50-19:ω よさこいソーランく~事火山〉
19:05-19:15 よさこいソーラン

(ふらの合ぴっとばっと~いとおかレ)

よさこいソーラン(災の鈎〉

フ方ークタンス

〈フnークタンスヲークル〉
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2回目 13:30-14 : 20 

・ラベンターボブリ熊斜配付{働'tfs室。
1回目 10ぷト 200 13:4ト
・mブリ叙室く無料)1回9t・308まで
1回目 10αト 2~ 13:O<r--

7月16日(B)

.t1~ラベンダー女子Gードレース夫会
(9の出公eaosu恐喝〉
9:崎匂 閥会式
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主催:.t・良野町健友会

{鱒い含~:穴会.se ・0161・6・3456)

のほ貨とラベンダー名度バザール

〈地元商庖街〉

・ピアガーデン〈ヲッiJtロビール思ッブ傘)

・バーベキューハウス〈フラヌイU;'t)
・ハムクラブ全国交信

(ラベンダーハhクラブ)
・悠酒コーナー〈酒小売組合)

・ かみふらのポスター!l(U~1i会〉
・ フレグランスの小~(IJI;'tfß会〉
・ラベンダー策溜*無利舵1司{観光沼会〉
158 13:伸、16:∞
16日 10:似ト15:∞
・インターネット係峨コーナー

(NTT脚順応〉
15813:ω-16:00 
168 10αト15:∞
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特集

" 6κ の芸術品
この花を知っていますか?花の色はやさしい黄色

花の下の膨らみは、ちょうどアーモンドつぶくらいの大きさ。

どんどん成長して重さは約1.6キロになる。大きくなるにつれ網目がでてくる。

もうわかりましたね。これはメロンの花です。

メロンのおいしさの決め手は、甘み、香り、舌ざわり、

糖度が高くてもおいしいメロンとはいえない。

独特の香りと、口の中でとろけるようなやわらかさが求められる。

上富良野には、おいしいメロンがある。

回 e科@奪§⑮ゆiι⑨

プランドはカミホロメロン

その歩みをたどってみた。
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昭
和
灯
年
ロ
月
、
良
野
地
区
農
業
改
良

普
及
所
の
露
地
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
生
産
団
地
育

成
計
画
に
よ
り
、
当
時
江
花
地
区
で
安
丸
武

氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
戸
が
集
ま
り
メ
ロ

ン
栽
培
を
始
め
た
.
こ
の
時
、
十
勝
岳
連
崎

の
上
ホ
ロ
カ
メ
ト
ッ
ク
山
か
ら
「
カ
ミ
ホ
ロ

メ
ロ
ン
』
と
命
名
す
る
.
翌
年
、
昭
和
必
年

1
月
に
江
花
そ
莱
組
合
を
設
立
。
組
合
員
数

は
日
名
、
組
合
長
は
安
丸
武
氏
で
、
作
付
面

積
ハ
ウ
ス

l
M
、
露
地
(
ト
ン
ネ
ル
)
2
加

を
作
付
し
、
こ
れ
が
上
富
良
野
に
お
け
る
ネ

ッ
ト
メ
ロ
ン
栽
培
の
始
ま
り
で
あ
る
。

果
菜
栽
培
は

一
般
作
物
と
は
異
な
り
、
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
専
門
技
師

に
よ
る
講
習
会
を
家
族
ぐ
る
み
で
聞
き
、
先

進
地
視
察
な
ど
を
実
施
し
、
技
術
の
取
得
に

努
力
し
て
き
た
。
栽
培
を
続
け
て
い
く
う
ち
、

作
付
け
を
断
念
す
る
も
の
も
で
て
き
て
、
昭

和
M
年
に
は
5
戸
ま
で
減
少
し
た
が
、
水
田

の
休
耕
に
よ
り
東
中
、
島
津
地
区
の
加
入
者

が
増
え
、
昭
和

ω年
に
は
お
戸
と
な
っ
た
。

昭
和
引
年
1
月
に
は
『
メ
ロ
ン
生
産
部
会
」

と
名
称
を
変
更
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
交
流

を
図
り
、
品
質
向
上
に
関
す
る
研
修
会
、
栽

培
講
習
、
背
空
教
室
、
先
進
地
視
察
な
ど
熱

心
な
活
動
を
続
け
る
。
昭
和
臼
年
か
ら
は
品

質
向
上
の
た
め
、
金
量
目
検
査
の
共
選
体
制

に
は
い
る
.

平
成
2
年
か
ら
は
会
員
の
栽
培
技
術
取
得

に
よ
る
品
質
向
上
が
稔
り
、
販
売
高
2
億
円

連
成
を
と
げ
、
平
成
7
年
に
は
3

円
の
販

売
高
を
あ
げ
る
ま
で
と
な
っ
た
。

江
花
地
さ
か
ら

は
じ
ま
マフ

た

• 

ど
う
し
て
江
花
地
ぽ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね

業
改
良
特
及
員
の
布
施
消
さ
ん
と
江

花
の
安
丸
武
さ
ん
が
伺
級
生
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
か
な
。
そ
ん
な
関
係
で
メ
ロ
ン
を

作
っ
て
み
な
い
か
と
話
が
あ
り
、
昭
和
U

年
、
安
丸
武
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び

掛
け
た
と
こ
ろ
日
戸
が
集
ま
っ
て
、
冬
中

う
ち
の
家
で
メ
ロ
ン
栽
培
の
鱗
習
会
を
行

っ
た
。
翌
年
資
材
を
買
っ
て
、
う
ち
の
用

地
に
ハ
ウ
ス

3
敏
を
た
て
共
同
作
業
に
よ

る
宵
苗
に
取
り
組
ん
だ
.

メ
ロ
ン
の
栽
培
方
法
が
書
か
れ
て
い
る

説
明
書
や
講
習
会
で
勉
強
し
て
も
、
実
隙

に
栽
培
し
て
み
る
と
、
説
明
書
に
書
い
て

あ
る
作
興
を
い
つ
行
っ
た
ら
い
い
の
か
、

細
か
い
と
こ
ろ
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
が
わ

か
ら
な
く
て
、
今
で
は
笑
い
話
だ
け
ど
ほ

ん
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
ね
。た
と
え
ば
「
メ

え
か

o
b

ロ
ン
は
高
畦
に
植
え
る
」
と
書
い
て
あ
っ

て
も
「
高
畦
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ん

だ
。
先
進
地
に
視
察
に
行
っ
て
は
じ
め
て

わ
か
っ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
ね
.
当
時
は

す
ベ
て
が
は
じ
め
て
の
こ
と
で
技
術
も
な

か
っ
た
し
、

一
般
作
物
の
合
間
で
メ
ロ
ン

栽
培
を
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
か
ら
ツ
ル

が
伸
び
す
ぎ
た
り
、
実
も
大
き
く
な
ら
な

か
っ
た
り
し
た
。
最
初
に
栽
培
し
た
東
京

キ
ッ
ド
と
い
う
品
種
は
、
あ
ま
り
大
き
く

な
ら
な
い
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
だ
っ
た
が
、
ー

• 

升図さんご夫妻と織さん
(江花地区〉

メ
ロ
ン
栽
培
を
は
じ
め
た

当
時
の
話
を

升
田
弘
一
さ
ん
ご
夫
妻
に

聞
き
ま
し
た

箱
7
同
で
お
宝
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
小
さ
な
メ
ロ
ン
だ
っ
た
ん
だ
。

普
は
ね
、
や
わ
ら
か
い
小
催
で
午
前
中

の
暖
か
い
自
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業

で
受
粉
さ
せ
た
ん
だ
。
ど
こ
ま
で
受
粉
し

た
か
わ
か
る
よ
う
に
、
赤
、
白
、
錦
、
拘
円
、

賞
の

5
色
の
棒
を
着
果
棒
と
い
っ
て
ね
、

5
日
ご
と
に
色
を
変
え
印
を
立
て
て
い
っ

た
ん
だ
.
あ
ま
り
普
の
こ
と
で
は
っ
き
り

し
な
い
け
ど
制
株
く
ら
い
は
あ
っ
た
と
思

う
よ
.
そ
し
て
ね
、
種
ま
き
は
、
魚
を
入

れ
る
木
箱
の
よ
う
な
も
の
に
ま
い
て
苗
を

作
り
、
ポ
ッ
ト
に
土
を
入
れ
る
の
も

一
つ

一
つ
入
れ
て
た
し
、
帯
同
苗
用
の
ハ
ウ
ス
も

今
み
た
い
に
立
派
な
も
の
で
な
か
っ
た
ね
.

囚
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今
で
こ
そ
唐
頭
に
い
ろ
い
ろ
な
産
地
の
ネ

ッ
ト
メ
ロ
ン
が
並
び
、
手
が
届
く
値
段
に
な

っ
た
が
、
昔
は
自
分
で
買
う
に
は
値
段
が
高

く
て
買
い
づ
ら
い
け
れ
ど
、
人
に
あ
げ
る
と

喜
ば
れ
、
贈
り
物
や
お
見
舞
い
に
は
や
っ
ぱ

り
メ
ロ
ン
と
い
う
よ
う
に
、

高
級
フ
ル
ー
ツ

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

ど
う
し
て
値
段
が
高
く
特
別
扱
い
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
メ
ロ
ン
が
特
別
高
級
フ
ル
ー

ツ
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
は
ど
う
や
ら
日
本
だ

け
の
こ
と
ら
し
い
。

メ
ロ
ン
は
暑
す
ぎ
ず
、
寒
す
ぎ
ず
、
空
中

温
度
も
低
い
と
こ
ろ
で
自
生
し
て
い
た
も
の

な
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
夏
は
暑
く
、
冬
は

寒
く
、
温
気
も
多
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
栽

培
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
ガ
ラ
ス
温
室
の
栽

培
が
行
わ
れ
た
。

明
治
に
臼
本
に
導
入
さ
れ
た
温
室
メ
ロ
ン

は
、
ま
ず
皇
室
用
で
栽
培
が
は
じ
ま
り
、
さ

ら
に
、
ガ
ラ
ス
温
蜜
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

財
閥
が
趣
味
的
に
栽
培
を
始
め
た
こ
と
で
、

は
じ
め
か
ら
高
級
フ
ル
ー
ツ
と
し
て
扱
わ
れ

た
。
こ
の
こ
ろ
庶
民
の
賞
味
品
は
、
日
本
産

の
マ
ク
ワ
ウ
リ
し
か
な
か
っ
た
。

マ
ク
ワ
ウ
リ
は
、
日
本
に
品
目
か
ら
あ
る
ウ

リ
の

一
種
。
黄
色
で
、
ほ
ん
の
り
甘
く
、
形

は
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
に
似
て
い
る
.
実
は
、

プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
は
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
メ
ロ
ン
を
も
と
に
作
ら
れ
た
品
種
.

そ
れ
ま
で
の
メ
ロ
ン
に
比
ペ
、
安
い
値
段
で

カミホロメロンの歩み
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歴
史

守
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.. EE
-
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司

、

ウ
リ
科
の

1
年
生
つ
る
草
。

室
で
手
を
か
け
て
栽
低
唱
さ
れ
る
た
め
、
高
価

ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
地
方
の
原
産
で
、
日
で
あ
り
、
気
品
あ
る
味
と
と
も
に
最
高
級
の

本
に
は
明
治
初
期
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
初
め
果
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
初
め
は
貨
族
の
趣
味

て
伝
来
し
、
ま
た
、
明
治
後
期
に
ヨ
|
ロ
闘
芸
の
栽
絡
で
あ
っ
た
が
、
大
正
時
代
か
ら

ツ
パ
か
ら
噂
入
し
た
温
室
メ
ロ
ン
が
普
及
市
緑
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
.
代
表
的

定
殺
し
た
。
メ
ロ
ン
に
は
カ
ン
ル
l
プ
系
、
品
種
は
ア
l
ル
ス

・
フ
エ
ボ
リ
ッ
ト
で
、
今

フ
ユ
(
冬
)
メ
ロ
ン
系
、
ア
ミ
(
網
)
メ
自
の
日
本
に
お
け
る
高
級
果
物
メ
ロ
ン
の
イ

ロ
ン
系
の
三
系
統
が
あ
る
。
な
お
、
ア
ミ
メ
|
ジ
の
も
と
と
な
っ
た
.

メ
ロ
ン
系
と
カ
ン
タ
ル
l
プ

系

の

メ

ロ

ン

第

2
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ミ
メ
ロ
ン
と
フ

は
持
り
に
優
れ
る
の
で
じ
ゃ
答
(
ヨ
ω
g
w
)

ユ
メ
ロ
ン
近
縁
の
マ
ク
ワ
ウ
リ
を
人
口
交
配

に
ち
な
ん
で
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
と
よ
ば
れ
る
。

し
て
、
病
気
や
湿
気
に
強
く
殺
絡
し
や
す
い

日
本
で
は
メ
ロ
ン
と
い
え
ば
従
来
温
室
栽
改
良
品
種
が
つ
く
ら
れ
露
地
栽
絡
用
メ
ロ
ン

溶
の
ア
ミ
メ
ロ
ン
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
温
が
広
く
普
及
し
た
.
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
露
地

平成8年

メ
ロ
ン
で
あ
る
.
露
地
メ
ロ
ン
は
大
別
し

て
マ
ク
ワ
ウ
リ
の
血
を
引
く
も
の
と
引
か

な
い
も
の
と
に
分
か
れ
る
が
、
前
者
の
代

表
品
種
は
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
で
あ
る
.
果

表
に
網
状
の
模
僚
は
な
い
が
、
病
気
に
強

く
豊
産
で
、
在
来
の
マ
ク
ワ
ウ
リ
に
比
べ

味
が
優
れ
て
い
る
た
め
広
く
普
及
し
た
.

後
者
の
露
地
メ
ロ
ン
は
、
外
観
、
品
質
と

、
ア
ミ
メ
ロ
ン
に
似
た
品
種
が
多
く
あ
り
、

そ
れ
ら
は
ア
ミ
メ
ロ
ン
の
大
衆
化
に
効
果

舎
も
た
ら
し
た
.

百
科
辞
典
よ
り

8手都@旬⑮ゆ11，，<J)回



~It~喜一l
売
り
出
さ
れ
た
の
で
人
が
高
ま
り
多
く
食

べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
甘
い
こ
と
は
甘
い
が
、

味
や
香
り
は
本
格
的
メ
ロ
ン
と
い
え
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
初
年
代
後
半
か
ら
、
こ
の
作
り
に
く

い
温
室
メ
ロ
ン
を
何
と
か
し
て
手
軽
に
作
ろ

う
と
品
種
改
良
や
栽
培
の
工
夫
が
行
わ
れ
た
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
普
及
も
メ
ロ
ン
を
露
地

(
ト
ン
ネ
ル
)
で
手
軽
に
作
ろ
う
と
す
る
動

き
に
大
き
く
釘
献
し
た
。

昭
和
印
年
代
か
ら
、
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
ピ

エ
l
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
の
栽
培
が
始
ま

り
、
昭
和
臼
年
に
発
表
さ
れ
た
品
積
ア
ン
デ

ス
メ
ロ
ン
は
、
緑
皮
、
緑
肉
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン

で
、
温
室
メ
ロ
ン
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
盛
り

上
が
り
は
な
い
が
、
果
肉
の
品
稲
は
よ
く
、

ま
た
栽
培
し
や
す
い
こ
と
か
ら
栽
培
面

急
速
に
噌
加
し
た
。

』ま

?
ン
テ
十
修

ビ
与
し
之
つ
い
て
い
る

ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
に
は
つ
い
て
い
な
い
(
ア

ン
テ
ナ
)
が
、
高
級
ア

l
ル
ス
メ
ロ
ン
や
ア

ー
ル
ス
系
メ
ロ
ン
に
は
つ
い
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
昔
、
東
京
市
場
の
卸
売
業
者
が
露
地

.
ハ
ウ
ス
践
の
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
を
高
級
温
室

メ
ロ
ン
と
混
同
し
な
い
よ
う
強
制
的
に
も
が

せ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
た
し
か
に
ア

ン
テ
ナ
が
付
い
て
い
る
の
と
い
な
い
の
で
は

高
級
感
の
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
遣
っ
て
く
る
。

現
在
で
も
、
形
、
ネ
ッ
ト
と
も
に
優
れ
た

品
質
の
メ
ロ
ン
で
あ
っ
て
も
、
ア
ン
テ
ナ
が

3月上旬に台木の種をまき、
1週間後ほ木の種をまく。

平行に置いた2本の棒は、均等の高
さに土をかけるためのもの。

カ

メ• 

ほ木が発芽し8日後、二葉でたと ころで先
に穫をまいておいた台木に接ぎ木する。

ビニールハウスの中にさら

にトンネルを作り、準備し

ておいたメロンの床に、 ビ

ニールごと穴をあける道具

で、穴をあけ殺虫剤を入れ

て苗を植える。

回

接ぎ*後は、気温25度、湿度100%
とし、 3日聞は遮光を行い、日差し
を当てないようにする.4日目から
は.朝日、夕日、を少しずつ当てる

とともに、換気を行い、徐々に混度

を下げて行き、 513白からは日中の
強い日差しだけを避け、換気も十分

こ行い約 1週間で行程が終了します。

数緩ぎ木の管理• 

メロンハウスは.一度設備を設置

してしまうとなかなか移動すること

が困難となり、メロンをと連作するこ

とで連作障害などからの病寄回避(つ

るお!れ病の回避)と積極的に台木の

低温伸長性と吸肥カを利用して収穫

期を早め、収量を糟大するための手

法として.後ぎ木を行う。

接ぎ木の必要性

定植されたメロンは陽光を求めてぐ

んぐんつるが伸びる。順調にいって、

30日--35日で花を咲かせる。

接ぎ木後、25日たったころにな
ると四葉になる。接ぎ木したと

ころの葉元からわき芽が伸びて

くるので摘んでから定植する。



「776J124
内
ミ
ホ
O
J
F
Q
ン
の
特
徴

北
様
、
z
は
、
寒
暖
の
吹
4

4
M

大
き
い
の
で
精

度
が
高
く
、

削
指
肉
が
厚
い
。
す
な
わ
ち
収
横

し
て
か
ら
日
も
ち
も
す
る
の
で
、
道
外
向
け

に
出
荷
し
て
い
る
。
主
な
出
向
先
は
、
名
+
門

屋
、
松
本
、
東
京
ぃ
刀
商
で
人
気
が
あ
る
。

食
べ
頃
は
、
保
管
状
態
の
温
度
に
も
関
係

す
る
が
、
だ
い
た
い
収
穫
し
て
叩
日
後
く
ら

い
。
カ
ミ
ホ
ロ
メ
ロ
ン
の
場
合
は
、
ア
ン
テ

ナ
が
萎
れ
て
も
目
安
と
な
ら
な
い
。
実
の
お

し
り
の
ほ
う
を
押
し
て
弾
力
が
で
き
た
と
き

が
食
べ
頃
で
す
。
闇
い
ま
ま
冷
蔵
庫
に
い
れ

な
い
で
、
室
温
で
食
べ
頃
ま
で
追
熱
さ
せ
、

食
べ
る

3
1
4
時
間
前
に
冷
蔵
雌
で
冷
や
す

と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

合
ミ
ホ
O
J
F
O
ン
の
続
格

1
箱
8
旬
、
5

入
り
、

6

入
り
が
あ

る
。
等
級
は
、
秀
、
催
、
特
優
、
特
、
A
の

5
等
級
に
わ
か
れ
、
規
格
外
は
、
ゼ
リ
ー
な

ど
の
加
工
食
品
と
な
る
。

秀
か
ら
特
ま
で
の
等
級
す
べ
て
帥
制
度
は
目

度
以
上
。
A
と
規
格
外
は
口
度
以
上
。

メ
ロ
ン
は
、
形
、
ネ
ッ
ト
の
は
り
方
で
等

級
が
決
ま
る
。
大
き
さ
、
形
、
ネ
ッ
ト
は
い

ず
れ
も
揃
い
、
そ
の
等
級
の
品
位
の
あ
る
も

の
が

5
個
以
上
揃
わ
な
い
と
ラ
ン
ク
が
ひ
と

5月ころ花を咲かせるメロンを植えているところは、

ビニールを敷いているので、その

ままにしておくと接している面に

ネットが入らないし、水分で腐れ

の原因になる。この血はメロンを

浮かすようになっている。

メロンのおしりの方は花がつい

ていたところ、花からもこまめに

とってやらないと腐れの原因にな

る。

• 
1枚から 3本のつるがのびている。

成長のよい2本のつるをのこし、
誘引、整枝、摘芯、摘果の作業を

行う。

メロンはウリ科の仲間。

め花の下に実をつけている

のが、ウリ科の大きな特徴

でめ花とお花にわかれてい

るものが多い。

メロンは受粉しないと実に

ならない。ハウスにみつぱ

ちの巣箱を置いて蜜をやる

かわりに受粉を助けてもら

っている。

「誘引J 光をたくさんうけやすい
ようにツ/レ性のメロンの茎
や枝を導いてあげること。

「盤枝J メロンの実が同じようえ
きさにそろえて品質も良
くなるように茎や枝を切り
そろえること。

「摘芯J狭ハウスやトンネノレなど
に余分な1躍が茂り過ぎない
よう茎の芯をつむこと。

「摘果J 実をたくさん付け過ぎる
と一つ一つの突が小さくな
ったり、おいしくなくなる
のでちょうど良い教になる
ように実を摘んで鯛節する
こと.

メロンは、 7""11節の聞
で実をつけるようにする。

葉が25枚目で摘芯し、 24枚
目と25枚目のまごづるはと
らないでおいておく。

メロンがふくらんでいくのに表

皮はそれほど早く大きくならない

ので、ひび割れてくる。中からし

み出した汁が固まりネットになる。

ネットをきれいに入れるために

は水やりのタイミンゲが大切。

メロンが成長してくると、おしり

の方からネットが出は じめて くる。

この時いったん水やりを調整する

と縦のひび割れが入ってくる。

このタイミンゲがずれるとひび割

れが大きくなり、 奨しいネットの

メロンにならなしL

係怒鳴~ tr~l"cめ巴



r6;:主ぷ1
つ
落
ち
る
。
そ
れ
は
、
箱
に
入
れ
る
た
め
で
、

す
べ
て
の
条
件
が
撤
っ
た
も
の
が
ひ
と
つ
の

箱
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

&
m
a
エ
ル
シ
i
絡

む
吉
弘
"
し
い

カ
ミ
ホ
ロ
メ
ロ
ン
の
品
種
エ
ル
シ
l
は、

他
品
種
に
比
べ
て
ネ
ッ
ト
を
き
れ
い
に
だ
す

こ
と
が
難
し
く
、
同
品
質
に
す
る
た
め
の
技

術
を
必
要
と
す
る
品
種
で
、
そ
の
た
め
か
、

低
温
抑
制
果
性
で
北
海
道
向
け
品
種
で
あ
っ
て

も
、
栽
培
教
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中

で
上
寓
良
野
は
道
内
で
も
エ
ル
シ

l
栽
培
の

主
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
.

メ
ロ
ン
栽
培
は
、
基
本
的
に
ど
の
品
種
で

あ
っ
て
も
手
が
か
か
る
作
物
で
す
が
、
さ
ら

に
技
術
を
必
要
と
す
る
た
め
、
メ
ロ
ン
部
会

で
は
、
背
空
講
習
会
、
栽
培
綿
習
会
、
品
質

向
上
と
助

一
化
に
闘
す
る
研
修
(
目
揃
会
)

な
ど
を
実
施
し
、
技
術
の
向
上
と
共
遺
体
制

の
強
化
を
図
り
、
出
荷
準
加
%
、
優
品
率
的
%
、

5
玉
6
玉
出
荷
串
叩
%
(
8
・
8
・
8
運
動
)

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
メ
ロ
ン
部
会
員
は
幻
名
。

お
れ
く
ら
い
コ
レ
く
ら
い
が
命
取
り

ち
ょ
っ
と
ま
で
そ
の

1
箱
が
産
地
を
つ
ぶ
す

産
地
の
維
持
は
あ
な
た
の
荷
か
ら

こ
の
標
語
を
合
1
3
4に
、
今
年
の
販
売
目
標

3
億

5
z
万
円
の
連
成
を
目
指
し
ま
す
。

今年第 1回目揃会は
6月27白行われ、ネ
ットのはりなどから

等級の幅を決めてい

る。良品質のメロン

を出荷するため規格

統一する目的で昭和

57年に設置され現在
に至っている。

• 
取材協力いただいた島津地区の芳賀順一郎さんご
夫妻。昭和60年からメロンを載婚している。お2
人のメロンに対するやさしさが、今年もおいしい
メロンに育っている。

メ
ロ
ン
は
、
同
じ
よ
う
に
育
て
て
も

一

つ
一
つ
逃
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
つ
も
閉

じ
品
質
の
も
の
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
が

あ
る
ね
。

稲
を
ま
い
て
か
ら
、
毎
日
メ
ロ
ン
ハ
ウ

ス
を
見
回
っ
て
、
諜
く
は
な
い
か
、
水
は

ほ
し
く
は
な
い
か
、
暑
く
は
な
い
か
と
、

メ
ロ
ン
を
気
遣
っ
て
世
話
を
す
る
。
本
当

に
メ
ロ
ン
は
手
が
か
か
る
よ
.
で
も
、
手

間
ひ
ま
か
け
て
育
て
れ
ば
、
お
い
し
い
メ

ロ
ン
が
で
き
、
消
費
者
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
し
、
高
く
売
れ
れ
ば
収
入
も
増
え

る
。
頑
張
れ
ば
結
果
カ
う
の
で
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
カ
し
、
農
家
は
自

然
が
相
手
な
の
で
、
む
く
わ
れ
な
い
こ
と

も
多
い
ん
だ
よ
。

ハ
チ
が
ち
ゃ
ん
と
受
粉
し
て
く
れ
て
も
、

そ
の
時
の
温
度
が
目
度
以
下
だ
と
メ
ロ
ン

は
着
果
で
き
ず
脊
た
な
い
し
、
凶
度
以
下

だ
と
ハ
チ
も
飛
ば
な
い
。
大
事
に
大
事
に

育
て
て
も
間
違
っ
て
ツ
ル
を
折
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
っ
て
ね
、
あ
l
ッ
と
思
っ
て

も
も
う
避
い
さ
ね
。
(
笑
)

国

ネ
ッ
ト
は

生
走
者
の

守
何
度
の
技
術
と

そ
の
余
地
作
が
揃

M
h
の
芸
術• 

， ..，と藁がかれこんでから釣2'週間
くらいが収積の目安。メロンの葉
が収謹時期を教えてくれる“
(東中地区上田修ーさんの収穫間近
のメロン)



介
護
保
険
制
度
で
介
種
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
と
き
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

選
び
ま
す
。
当
町
に
は
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
担
当

9
名
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
担
当

3

名
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
相
鎖
、

サ
ー
ビ
ス
調
整
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
の
自
立

支
援
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
支
え
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
介
護
ニ

l
ズ
(
困
っ
て
い

る
事
柄
)
が
同
じ
で
も
解
決
方
法
は
一

人
一
人
遭
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
一
番
あ
っ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
問
題
解
決
す
る
の
が

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
腕
の
み
せ
ど
ζ

ろ
で
す
。

今
月
号
か
ら
各
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
リ

レ
ー
で
利
用
者
と
の
か
か
わ
り
を
紹
介

し
ま
す
.

鎗図ケアマネージャー

みんなで外に出てみましょう

• 

利
用
省
の
方
身
に
共
通
す
る
介
ニ

ー
ズ
と
し
て
、
社
会
交
流
、
外
出
の
減

少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
.

こ
の
こ
と
は
目
先
で
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
長
い
目
で
み
る
と
心
身

の
刺
激
を
奪
い
、
寝
た
き
り
、
痴
ほ
う
、

意
欲
の
低
ド
を
引
き
起
こ
し
ま
す
.

高
齢
者
は
、
冬
に
な
る
と
転
倒
や
風

予
防
の
た
め
外
出
を
倍
え
る
の
で
、
今

の
季
節
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ち
ょ
っ
と

外
に
出
て
風
に
吹
か
れ
、
木
々
や
花
を

見
た
り
、
家
族
以
外
の
方
と
の
お
し
ゃ

ベ
り
も
刺
激
を
多
く
受
け
る
こ
と
で
し

ょ
'
フ
.
外
出
支
緩
に
は
A
さ
ん
が
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
①
通
所
介
機
(
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
)
③
通
所
リ

ハ
ビ
リ
(
デ

イ
ケ
ア
)
③
訪
問
者
機
④
福
祉
用
具
貸

与
(
歩
行
器
、
電
動
車
椅
子
な
ど
)
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
挫
保
険
サ
ー
ビ

ス
以
外
で
は
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

A
さ
ん
は

2
年
前
に
転
倒
し
て
え

を
初
句
、
以
来
動
く
の
は
家
の
中
だ

け
で
、
仏
川
を
4
7
く
よ
と
は
不
安
で
で

さ
ま
せ
ん
で
し
た
，か
、
今
年
体
川
に
出

て
み
た
い
と
い

う

A
さ
ん
に
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
介
授
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
ま
し
た
.

①
牟
椅
予
を
俳
句
て
歩
行

・
休
鎗
砲
を

交
互
に
す
る
.

②
そ
の
と
き
ホ

l
ム

ヘ
ル
パ
|
に
見
守
句
と
介
助
を
受
け

て
外
出
を
勧
め
ま
し
た
.

③
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
外
に
中
山
る
の
に
印
佃
の
役
基

ベランダに取り付けられた
3段の階段と手すり

が
あ
る
た
め
、
手
す

q
付
さ
の

3
段

の
階
段
を
付
け
る
よ
と
に
し
去
し
た
.

エ
事
ぬ
闘
は
、

9
剖
が
介
授
保
険
の

住
宅
放
修
A
W
か
ら
負
担
さ
れ
る
た
め
、

自
乙
負
担
は
数
千
円
で
す
み
ま
し
た
.

a
a週
1
m聞
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
介
助
を
受
け
品
川
出
す
る

A
さ
ん
は
、

徐
守
に
歩
〈
短
織
を
伸
ば
し
、
品
本
月

か
ら
杖
を
使
っ
て
み
る

予
定
だ
と
、

歩
く
こ
と
に
自
信
が
付
い
て

5
た
よ

う
で
す
.

本
格
総
動

み
な
き
ん
と
町

会
。
え
ま
す

町
で
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
1
フ
ラ
ン

(
街
な
み
整
備
の
指
針
)
に
基
づ
い
て
、

ま
ち
の
申
山
づ
く
り

・
賑
わ
い
づ
く
り

を
具
係
的
に
進
め
る
た
め
、
駅
や
駅
前

地
区
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
の
商
業
地
慣

を
聾
備
す
る
た
め
の
縄
想
を
、
早
成
均

年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
と
レ
て

い
ま
す
。

備
想
の
鰻
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
腹

地
獄
の
み
な
さ
ん
や
関
係
俄
聞
を
は
じ

め
、
一
般
募
集
枠
と
し
て
広
く
町
内
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
憲
男

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
反
眼
す
る
機
会
(
仮

称
目
新

・
中
山
市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊
目

時
名
程
度
で
構
成
)
を
設
け
る
こ
と
に

レ
ま
し
た
。

『
ま
ち
の
中
山
U
づ
く
り
・
賑
わ
い

づ
く
り
を
自
ら
の
手
で
』
と
お
思

い
の
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
応
募
用
件

・
町
内
に
住
所
と
住
居
が
あ
る
方
。

・
岨
帽
想
策
定
終
了
ま
で
、

5
回
程
度
の

会
議
と

1
回
の
視
察
研
修
が
あ
り
、

の
運
営
協
力
と
積
極
的
な
惨
加

.0. 
z:s; 

が
で
き
る
方
。

②

一
般
努
集
枠
応
努
人
叡

・
5
名
程
度
。
多
恕
の
蝿
合
は
く
じ
に

よ
る
油
遡
と
レ
ま
す
。

等
出
席
に
よ
る
報
酬
等
は
あ
り

ま
ぜ
ん
。

.0. 
z:s; 

保全~O)急事司，.".1ιcめ

③
応
募
方
滋

・
平
成
柁
年
7
月
初
日
幽
ま
で
に
、
役

渇
商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
按
へ
直
接
、

も
し
く
は

E

，、
.. 
。

d
c
a
U
 

話
で
お
申
し
込
み
く
だ

商
工
観
光
ま
ち
づ
く
り
謀

衝
な
み
鍵
進
係
〈
担
当
辻
〉

回

宮

4
51
6
9
8
3
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安
近
夜
泣
き
J始
ま
り
ま
し
た
F

晩
に

?
5回、

組
前
い
て
あ
や
し
?
、
授
乳
し
て
も
、
ま
た
す
ぐ
起
き

ぷ

レ
ま
う
の
で
す
d

(

7

か
月
の
男
児
の
母
)

「-夜
泣
き
で
起
こ
さ
れ
ま
す
。
手
を
握
っ
た
り
、
磁
を

な
で
た
り
す
る
と
寝
る
の
で
す
が
、

一
晩
に

m
s時
四

と
多
く
私
は
睡
眠
不
足
で
す
。
子
ど
む
は

ω時
頃
ま
で

ぐ
っ
す
り
寝
て
い
ま
す
。
」
(
日
か
月
の
女
児
の
母
)

子供ゐ発達シふ ズ

「夜泣きJ

子
ど
も
は
「
泣
く
も
の
」
と
普
カ
ら
言
わ
れ
て
い
て

も
、
大
人
の
睡
眠
が
妨
害
さ
れ
る
つ
ら
さ
は
切
実
で
す
。

母
続
自
身
の
睡
眠
不
足
だ
け
で
な
く
、
家
族
へ
の
気
遣

い
や
、
ア
パ
ー
ト
で
あ
れ
ば
隣
近
所
へ
の
気
兼
ね
も
あ

っ
て

「泣
く
も
の
」
と
か
た
づ
け
ら
れ
な
い
の
が
現
実

で
す
。
子
ど
も
の
眠
り
の
発
達
と
併
せ
、
対
処
の
仕
方
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お宅込

夜泣きの悩みは
発達過程の一時期

27')(， 

40 

30 

20 

10 

E 
4か月く らいから始まり、 7~
8か月がピークでその後Id.次第
に治っていきま9.

ー
怨

1

9
3
n
 

4
3
5
 

0
1
3
 

~ん
J

-
や
F

-

φ

り
一

一
赤
一

一
の
一

一
て
一

一
た
-

一
れ
一

戸
念
品
-

f

生
~

Eñ~JJ~歩く三互〉
el' 睡

眠

の

形

昼夜に関係なく 3時間お

きに寝て、 目覚めて、授

乳して、緋ffil:して‘を繰

り返します。

昼と夜の区別がつ

きはじめ.夜泣き

がはじまる頃でも

あります。

脳の発遣に伴い夜の睡眠が

長くなり.深い眠りと浅い

眠りを繰り返す織になります。

夜泣きのピークをむかえる

頃です。

深い眠り(ノンレム

睡眠)と浅い11民り(レ

ム睡眼)のリズミカ

ルなパターンができ

はじめます。

睡
眠
リ
ズ
ム
と
時
間

脳
の
発
達
に
伴
い
睡
眠
時
聞

が
変
化
し
て
き
ま
す
。

夜寝ている時聞

に二コ昼寝ている時間

亡=コ起きている時間

24 初

(24時間中)

12 16 8 4 

出生時 400g 

(体重の15%)

l鵡加Og

(体重の25%)

3歳 1，100g 

(体麗の75%)

さ月前の

6PM 

年齢による睡眠ー覚醒リズムの変遷
(クレイトマン)

寝ている時間

新生児

正午6刷O刷

成人

6附

1匂Z

10年

4年

• 
(お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
)

O
と
に
か
く
抱
っ
こ
、
そ
れ
も
立
っ
て
抱
っ
こ
。

歩
き
な
が
ら
抱
っ
こ
す
る
の
は
効
果
ア
リ
。

O
水

・
変
茶
な
ど
な
に
か
口
に
入
れ
る
と
泣
き
や

み
ま
し
た
。

O
添
い
寝
し
て
、

肌
を
触
ら
せ
て
安
心
さ
せ
ま
し

た
。
o
mか
月
だ
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
断
乳
し
ま
し

た
。
数
日
間
の
辛
抱
で
泣
か
な
く
な
り
ま
し
た

よ
。

O
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
き
は
、
夜
間
の
ド
ラ
イ

ブ
で
し
た
。

(
ま
と
め
)

ーヨむ
-
適
切
な
室
温
を
保
つ

.
部
屋
を
暗
く
し
て
静
カ
な
室
内
に
す
る
。

・
水
分
補
給
、
授
乳
を
す
る
。

(昼間の過ごし方〉

-
湿
惑
が
あ
れ
ば
治
し
て
あ
げ
る
。

・
十
分
遊
ぶ
1
運
動
不
足
で
は
よ
く
寝
て

く
れ
ま
せ
ん
。

・
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
夜
泣
き
は
、
そ
う
長
く
は
続

き
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
な
ら
歩
き
は
じ
め
た
り
、

幼
児
な
ら
外
で
活
発
に
遊
び
だ
す
と
お
さ
ま
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
夫
婦
で
協
力
し
て
の
り
き

り
ま
し
ょ
う
。

回
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比ひ
奈な
子こ
ち，ん

(1穆
叙F月}

和男さん・鴫糞さんの子〈新町4丁目〉

お兄ちゃん達が保育所から帰ってくると

、‘待ってましたHといわんばかりに一緒に

外にいって遊んでいます。3人とち元気一
杯で、朝からとってもにぎやかなんですよ。

成人一般関係

砂減極クッキング教室

日 時 7月19日側、 8月23日体)

お

い

か

わ

さ

さ

お

及
川
彩
季
ちゃ
ん
続

制"刷.. 

値広.t/!̂'.小百合さんの子(fi町1丁目〉

自転車、おもちゃ、水遊び、とにか

くじっとしている時がありまぜん。

寝返1人で買い物に行けるようにも

なって、「我が家Jだけでなく、「近

所Jでもアイドルです。

母子関係

受付時間個別案内

会 場社会叙育総合センター

砂4か月!尾健康お査

7月25日ω 平成12年3月笠まれの子
8月22日ω 平成12年4月生まれの子

惨7か月児乳児相麟

7月25日ω 平成11年12月生まれの子
8月22日ω 平成12年1月生まれの子

砂10か月児乳児相麟

7月25日ω 平成11年9月生まれの子
8月22日ω 平成11年10月笠まれの子

惨1歳6か月児値康診査

7月25日ω 平成11年 1月生まれの子
8月22日ω 平成11年2月生まれの子

砂3績児健康鯵董

8月8日ω 平成9年6月"'7月笠まれの子
砂すくすく教室〈宵兜麓乳食教室〉

会 場草分防災センター

7月26日(制

老人保健関係

砂リハビリ教室

日 時 7月27日倣 8月10日党
9B奇30分""11B菩30分 ・に.

会 場社会教育総合セこJタ一 九
七、持、司2tS3

~~~場

よしだだいち なおと

吉田大地くん(務月〉・直人くん(?雪月〉
進品・貴久子さんの子〈富町1T目〉

いつも仲良し。兄弟で車、ミニカー

などで一緒に遊んでいます。いつま

でも健康で仲良しな兄弟でいてほし

いなあ。

• 
APE 

10時""13時
場公民館

がん穣彰関係

砂乳がん検膨

日 程 8月21日伺)
受伺時間 9時15分""9時30分 108壱-10日苦15分

12日事45分"'13時 13時15分""13時30分

会 場老人皇障害センター

対 象 30議以上

桟診料マンモグラフィ併用 2.000円

視触おのみ 1.000円

※70歳以上〈昭和6年4月1日以前生まれ〉の方は

無料です。 • *マンモグラフィって?

-乳房をX線でj最影し、指で触れない小さながんを

発売するのに有効な犠診で、今までの乳がん償診を

さらに精密に行うものです。〈マンモグラフィに写ら

ないしこりを作るがんもありますので視触おと併せ

事 |て受診してください。マンモグラフィだけの受~は

な |でき是正

11・対像奮は:?j'-50歳以よの万と40歳"-'49歳で2親等
川 E内l会Lがん!方がいる汚です。(若い人は乳線実質の

高く、し似つが写りにくいので、 50

、 以よの彦aE33勧めします。〉
健康

特有'i¥
【infl抑制蜘:傭船

申込み・問合せ 保健福祉課雷⑮-6987へ

回 e手形。事さか~lιcめ



山
の
自
然
に
ふ
れ
て

6
月
初
日
、
創
人
防

火
ク
ラ
プ
、
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
管
さ
ん
に
よ

る
「
防
火
パ
レ
ー
ド
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
い
消
防
自
動
車
に

先
導
さ
れ
、
駅
前
か
ら

北
消
防
艶
ま
で
の
M
M
を

か
わ
い
い
法
被
姿
の
保

育
所
、
幼
稚
園
児
町
名

が
、
hr
戸
締
り
用
心
、

火
の
用
心
β
と
拍
子
木

を
パ
チ
パ
チ
と
打
ち
な

6
R
m
目
、
「
第
幻
回
十
勝
岳
山
開

き
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
の
設
山
愛

好
者
山
人
が
記
念
登
山
に
参
加
し
ま

し
た
。上
富
良
野
町
走
ろ
う
会
の
ロ
名
の

メ
ン
バ
ー
が
、
ト
勝
岳
の
鉱
静
と
登

山
者
の
安
全
を
願
い
、

5
時
泊
分
神

社
か
ら
預
か
っ
た
鈴
を
リ
レ
ー
で
つ

な
ぎ
、
約
2
時
間
で
十
勝
岳
温
泉
広

場
祭
壇
に
運
び
、
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
神
主
さ
ん
か
ら
は
疲

れ
た
と
き
の
糖
分
補
給
に
と
、
参
加

火
の
用
心

カ
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
の
方
々
に

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
が
火
の
用
心
の
パ
レ
ー

ド
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
火
事
が
少

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
防
火
に
気
を

つ
け
火
災
の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
富
樫
消
防
長
か
ら
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
高
間
幼
稚
闘
の
岸
本
裕
希
ち

ゃ
ん
、
千
葉
巴
絵
ち
ゃ
ん
、
小
按
功

班
ち
ゃ
ん
の

3
8相
が
代
表
し
て
「
私

た
ち
は
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」

と
、
元
気
よ
く
防
火
の
笹
い
&
抗
み

げ
ま
し
た
。

• 
者
に
あ
め
が
配
ら
れ
「
く
れ
ぐ
れ
も

そ
の
包
み
紙
は
拾
て
な
い
よ
う
に
」

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
十
勝
岳
は
雷
が
少
し
多
い

そ
う
で
す
が
、
穏
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
、
勇
壮
な
安
政
太
鼓
に
見
送
ら

れ
て
、
登
山
者
は
十
勝
岳
本
的
、
富

良
野
晶
、
三
段
山
、
安
政
火

u散
策

の
4
コ
l
ス
に
分
か
れ
、
記
念
登
山

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
絡
的
な
夏
山
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
自
然
を
愛
す
る
心

で
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
、
ケ
ガ
の
な
い

よ
う
桧
山
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

あるを
口口口口口口 口

口口口口口口口

地
元
の
特
産

6
月
割
日

・
お

の

2
日
問
、
深

山
峠
の
展
望
台
前
広
場
で
「
深
山
峠

と
ん
と
ん
(
豚
豚
)
ま
つ
り
」
が
観

光
産
業
懇
話
会
な
ど
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
.

観
光
や
物
産
に
携
わ
る
事
業
家
が

集
ま
り
、
観
光
産
業
に
つ
い
て
の
情

報
や
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
平
成

日
年
1
月
に
設
立
さ
れ
た
観
光
産
業

態
話
会
が
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
安

全
な
農
産
物
を
も
っ
と
地
元
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て

地
域
の
連
梯
で
地
元
特
産
品
を
育
て

た
い
と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
.
内
容
と
し
て
は
「
と
ん
と

ん
ラ
ン
ド
」
『
と
ん
と
ん
レ

l
ス
」
な

ど
子
豚
と
気
艇
に
ふ
れ
あ
う
コ
ー
ナ

ー
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
い
っ

た
ん
豚
舎
か
ら
出
し
た
豚
は
、
豚
舎

に
戻
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
子
豚
の
処
分
に
困
り
、
残
念
で
す

が
断
念
せ
ざ
る
お
え
な
い
状
況
に
な

っ
て
し
ま
い
、
吹
田
開
催
に
線
閣
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
家

族
連
れ
が
集
ま
り
、
会
場
で
は
雄
大

な
十
勝
岳
連
嶋
の
最
色
を
見
な
が
ら
、

一
日
目
別
食
も
出
た
と
い
う
具
だ
く

さ
ん
の
豚
枠
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
は
、

お
い
し
い
と
好
評
。
そ
の
他
ヒ
レ
カ

ツ
や
豚
ど
ん
な
ど
の
豚
肉
料
思
も
格

安
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
農
家
の
方
た
ち
も
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
野
菜
や
花
、
メ
ロ
ン
、

中
に
は
ア
ス
パ
ラ
の
苗
ゃ
っ
け
も
の
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
手
作
り
加
工
品
な
ど

も
並
び
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た。

回

• 



• 

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

6
月
同
日
、
日
の
出
公
園
休
憩
舎

を
会
場
に
「
い
き
い
き
上
沼
良
野
塾

・
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
掛
座
」
の
2
回
目
、

講
師
の
内
倉
真
裕
美
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
使

っ
た
花
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
が
実
践
し
た
の
は
、

主
に
土
を
使
う
や
り
方
で
、
数
種
類

の
土
を
混
ぜ
て
ょ
う
ど
を
作
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
内
側
に

置
く
、
や
し
の
実
の
繊
維
を
し
き
つ

め
た
も
の
に
切
れ
目
を
入
れ
、
そ
こ

に
花
を
横
か
ら
差
し
込
み
、
上
か
ら

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
方
法
で
作

っ
て
い
き
ま
し
た
。
恨
を
い
た
め
な

い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ポ
ッ
ト
で

し
か
っ
り
巻
い
て
差
し
込
ん
で
い
く

の
で
す
が
、
そ
の
方
法
を
先
生
か
ら

教
え
て
も
ら
う
と
容
加
者
か
ら
「
へ

l
っ
、
そ
う
や
っ
て
や
る
の
」
と
い

う
戸
が
あ
が
り
、
こ
の
他
に
も
、
み

ず
ご
け
を
使
っ
て
作
る
方
法
が
先
生

か
ら
紹
介
さ
れ
、
「
こ
の
方
が
簡
単
じ

ゃ
な
い
か
な
」

「家
へ
帰
っ
た
ら
や
っ

て
み
ょ
う
か
な
」
と
い
う
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
花
は
、
ベ
ゴ

ニ
ア

(
4
色
)
、
ロ
ベ
リ
ア
、
シ
ロ
タ

エ
ギ
ク
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
の
4
轍

類
で
、
飾
る
場
所
に
よ
っ
て
花
を
遊

び
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

植
え
て
い
ま
し
た
。
出
来
た
ば
か
り

の
と
き
の
花
は
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
方

向
を
向
い
て
い
ま
す
が
、
毎
日
水
を

や
り
育
て
て
い
く
と
、
花
は
上
を
向

い
て
成
長
し
、
大
き
な
花
の
か
た
ま

り
の
よ
う
に
き
れ
い
に
な
る
の
だ
そ

う
で
す
。

作
り
終
わ
っ
た
後
は
自
分
で
作
っ

た
も
の
の
出
来
上
が
り
に
と
て
も
満

足
し
て
い
る
保
子
で
し
た
。

拘3え号

口口口口口口口

見て

6
月
山

「全
国
商
工
会
の
日
」
、

恒
例
と
な
っ
た
道
々
美
沢
線
ク
リ
ー

ン
運
動
が
、
上
富
良
野
商
工
会
と
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

商
工
会
職
員
、
青
年
部
、
婦
人
郎
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
な
ど
約
印

人

が

参

加

し

、

ま

た

、

は

小

こ
の

ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う • 

雨
模
峨
の
濃
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、

旭
川
土
木
現
業
所
富
良
野
出
張
所
の

職
員
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
洞
口
雅

失
所
長
が
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
花
の
あ
る
町

づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い

な
町
で
観
光
客
を
お
迎
え
ま
し
ょ
う
』

と
あ
い
さ
つ
。
草
分
防
災
セ
ン
タ
ー

か
ら
約
2
キ
ロ
の
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い

を
し
ま
し
た
。

今
年
は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
多
く

に
し
ま
す
。
沿
道
に
捨
て
ら
れ
た

禁
酒
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

6
月
初
日
、
上
沼
良
野
中
学
校
で

全
校
生
徒
に
よ
る
「
交
通
安
全
集
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
中
で
は
、

1

学
期
4
月
か
ら
試
行
的
に

「通
学
方

法
の
自
主
選
択
制
』
を
と
っ
て
お
り
、

7
月
1
B
完
全
実
施
に
向
け
て
通
学

方
法
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
級

・

生
徒
会
で
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
生
活
常
任
委
員
会
で
行
っ
た

交
通
安
全
意
織
調
査
で
、
生
徒
の
半

数
以
上
が
自
転
車
通
学
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
交
通
安
全
に
心
が
け
て
い
る

と
答
え
て
い
ま
す
が
、
約
問
人
の
人

が
事
故
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
と
答

え
て
お
り
、
自
動
車
対
自
転
車
が

一

番
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集

会
で
は
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
敵
認
し
、
先
輩
が
勝

ち
取

っ
た
自
主
選
択
制
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
、
深
瀬
生
徒
会
長

が
あ
い
さ
つ
。
悪
い
乗
り
方
を
し
て

い
る
ビ
デ
オ
視
聴
や
交
番
所
長
の
排

話
、
自
転
車
の
決
ま
り
を
確
認
し
、

最
後
に
『
交
通
安
全
目
標
①
交
通
ル

ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
散
乱
し
た
ゴ
ミ
を

一
つ
一
つ
拾
う
姿
は
『
も
う
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う
!
」
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

ー
ル
を
守
る
②
自
主
選
択
制
を
守
る

③
自
分
の
命
を
守
る
」
を
発
表
し
集

会
を
終
え
ま
し
た
.

。手:t#~(J)旬 tr~l ιcめ国



あ
な
た
は
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
?

国

民

年

金

O
過
去
に
民
年
金
、
あ
る
U

は
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
し
た
こ
と
が
あ
る
。

O
現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
。
ま
た
は
会
社
員
で
会

社
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

る
。

-・・・言語ヨlíj~"'j・・・・

0
ω
織
に
な
る
ま
で
に
保
険
料

納
付
期
間
(
免
除
期
間
を
含
む
)

が
お
年
以
上
に
な
る
。

O
カ
ラ
期
間
(
任
意
加
入
で
き

た
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
)

を
含
め
た
加
入
期
間
が
お
年
以

上
に
な
る
。

ス

テ

ッ

プ

す O
fく 40
て年
保問
険(
料加

ジ 玄ロ
~ H能
~ で年ヲき数る)

7月

14日・説員協誠会

15日・ラベンダーまつり
16日・ラベンダーまつり

20日・水中ゲーム穴会

21日・町誠会臨時金

22日・フレッシコ体験クラブ

30日・かみふらの見学ツ?ー

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
講
習

(
初
分
)

V
7
月
山
口
日
同

日
時

1

消
防
2
階
大
会
搬
室

8月
3日・フレッシュ係騒クラブ

(3--4巳ぎで〉

10日・分館対抗也代間受流ゲー

トポール大会

5 

'V
7
月
お

H
例

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
8
R
4
日

刷

日

時

3

前
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
8
月
日
日
刷
出
時

1

中
官
良
野
町
公
民
館

V
8
月
凶
日
開
日
時

3

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
一
般
購
習

(
2時
間
)

V
7
月
お
円
山
W

M
時
1

官
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
8
月
4
日
制

M
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
誠
一
首
も
受
け
る
前
に
、

普
察
署
で
免
許
吏
新
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
省
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
7
月
の
映
画

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」

• 

日
時

7
月
幻
臼
側
同
時
鈎
分

1

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階
視
聴
覚
室

鑑
賞
料

無
料

参
加
者
事
集

い
き
い
き
上
富
良
野
塾

V
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
講
座

先
進
地
恵
庭
市
恵
み
野
地

学
し
ま
す
。

日
時

8
月
初
臼
附

8
時

1

持
ち
物

弁
当

多
加
料

無
料

定
員

必
名

集
合

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
み

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

雪
組
5
5
1
1
へ

多
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

親

子

教

室

内
容

歯
科
衛
生
士
さ
ん
の
歯
み
治

き
指
導

(
O
歳
3
1
歳
児
)

上
の
質
問
に
あ
な
た
は
イ
エ
ス
と

容
え
ら
れ
ま
す
か
?
ホ
ッ
プ
、
ス
テ

ッ
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
と
も
1
つ

ず
つ
の
質
問
に
イ
エ
ス
と
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
将
来
の
年

金
は
、
あ
な
た
の
現
在
の
心
が
け
次

第
で
大
き
く
・
左
右
さ
れ
ま
す
。

満
額
の
年
金
を
受
け
る
に
は
.
ジ

ャ
ン
プ
に
イ
エ
ス
と
答
え
ら
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
人
は
、
今
か
ら
で
も
間
に
合
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
年
金
に
つ
い
て

よ
く
知
り
、
あ
な
た
の
将
来
を
ゆ
と

り
あ
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
峰
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
町
民
生
活
課
住
民
年
金
係

宮
⑮
6
9

• 
をと
見

日
時

7
月

凶

刷

w
m時
1

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

歯
ブ
ラ
シ
、
コ

ッ
プ
、

タ
オ
ル

拳
加
料

無
料

申
込
み

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

5
5
1
1
へ

メンバー募
育児サークJほお慢す~~CID
平成11年-121李主まれのお子さん
を持つお母さん方、一緒にお話しを
したり、親子で遊びまぜんか。
活動目:毎週火時日 10時-11時30分
蝿所:社会穀湾総合センター

金書加料:月200円
連絡先:下羽 倉⑬5003

募
集
し
て
い
ま
す

建
設
業
で
働
く

若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

労
働
省

・
他
政
省
お
よ
び
扇
用

・

能
力
開
発
機
構
で
は
、
建
般
業
で
働

く
若
者
の
皆
ん
か
ら
、
建
設
業
に

回



就
し
た
動
機
、
就
職
前
に
趨
股
業

に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
や

魅
力
、
現
在
の
心
境
や
将
来
へ
の
夢
、

建
股
業
に
対
す
る
提
骨
円

こ
れ
か
ら

就
職
し
よ
う
と
す
る
若
者
へ
の
助
言

な
ど
を
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

建
設
業
で
働
く
ぬ
歳
未

満
の
方

応
募
方
法

制
竿
詰
原
稿
用
紙

5
枚

程
度

(
B
4
版
縦
書
き
)

募
集
期
間

8
月
1
日
附
ま
で

提
出
先
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
旭
川
公
共
職
梁
安
定
所
事
損

所
第
二
部
門
雷
0
1
6
6
1
5
1
1

0
1
7
6
内
線
7
3
番
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
前
に
は
必
ず

扇
風
機
の
自
己
点
検

• 

そ
ろ
そ
ろ
風
機
が
活
臨
す
る
季

節
で
す
.
安
全
に
使
う
た
め
、

十
分

な
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
羽
棋
が

回
転
し
な
い
、
回
転
が
迎
い

・
不
規

則
、
モ
ー
タ
ー
部
が
熱
い
、
こ
げ
臭

い
に
お
い
や
異
常
な
立
口
が
す
る
・
な

ど
の
症
状
あ

っ
た
ら
要
注
意。

政
の

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
る

・
タ
イ
マ
ー
つ
ま
み
が

「切
」
に
な

っ
て
い
る

・
ガ
l
ド
が
変
形
し
て
い
る

・
ガ
l
ド
や
羽
根
の
取
付
け
が
ゆ
る

ん
で
い
る

こ
れ
ら
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
上
で
ま

だ
即
興
常
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
を
敏
い

て
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
発

煙
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

異
常
を
放
慣
し
た
ま
ま
無
壇
に
使
用

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
再
使
用

の
際
に
は
必
ず
販
売
庖
等
に
ご
相
鮫

駐車副塁E孟童画

夫のかわりはおりまへん

〈江村利縫〉

花係し (杯 実理子〉

大節目9 (清水ちなみ)

浅見光彦の硲密〈浅見光彦倶楽部〉

憐浜著書情 御窃かわゼみ

(平岩

もうひとりのぼくの殺人

(クレイグ・ライス)

セカンド ・ガーデン

(イ?ン ・マキュー7フン〉

抱を運ぶ妹 (;也湾夏樹)

司愛いピアス (伊集院静〉

下回情死行 (西町京太郎〉

さよならママ

〈工リヴベス ・ツエラー)

大どろほうのわいわいかんばい

〈山脇 恭)

もっちゃう ちっちゃう

ちう ちっちゃう〈土屋富主夫〉

lまくとねすみのいそ11、じどうしゃ!

(佐々 木マキ〉

あらいぐまラスカル

おかえりラスカル

(スターリンク ・ノース)

森のネズミとおともだち

〈岡野 E恵子)

ながぐっをほい疋どうろうほうねこ

〈米吉暁子〉

一般書

弓筏〉

児童書

く
だ
さ
い
。

(
上
富
良
野
町
消
費
者
協
会
)

ご
案
内
で
す

障
害
者
の
入
校
前

受
講
適
正
相
談

北
海
道
陣
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
入
校
希
盟
者
を
対
訟
と
し
て
、

陣
容
の
程
度
や
能
力
に
応
じ
た
訓
練

科
目
を
選
択
で
き
る
よ
う
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

相
級
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
(
砂
川
市
焼
山

ω番
地

雷

0
1
2
5
1
5
2
1
2
7
7
4
・

0
1
2
5
1
5
2
1
9
1
7
7
)
 

相
政
期
間

平
成
日
年
3
月
6
日
ま

で
の
午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後
3
時

ま
で

(土

・
日
・
祝
日
を
除
く
)

詳
し
く
は
北
海
道
陣
害
者
能
力
開

発
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行コぞみ~p弓
d 貝家袋おラ5宮間77mg pEh) • 

*かみふらの見き震で9アー*
|見学コース|

郷土館一浄化センタ一一土の館(泥流木見学)ー西小学校一
水道施設(江花地区)ーフラワーランド(押し花体験)ー
十勝岳爆発記念公園ークリ ーンセンタ一一砂防ダムなど

忍定まきL太郎

かっこいい?とうちゃんの段

〈尼子騒兵衛)

プレゼント (おとた11ひろただ〉

パルボンさんのおさんlま

(とよたかすひこ)

郷土館前

500円
(昼食代・保険料・入場料込)

小学生以上(小学校2年生以下は保
護者同伴)

50名
参加料を添えて郷土館、社会教育

総合センタ一、役場企画調整謀に

お申し込みください。

8時45分集合時間集合場所

参加料

西暦2000年記念

町囲気._I~
g思禽

象

定員

申込方法

対

8月27日(日)

" 催開
、、

e手t~ø~trt/tlιcめ固



ヨミ!句奮fi1tid¥L) 
七夕飾り

日時 8月1日収ト78伺)
対象 ・定員 小学生の来館者全国

内容疋んざくにお願いごとを

書き、飾りつけをします。

小枝でつくろう

日時 7月31巴伺) 13時~
河象 ・定員小学宝 30名
参加費無料

申込み 7月17日伺)'"定員にな
りしだい締め切ります

持ち物ラジオペンチ

受
構
生
募
集

住

民

講

座

V
パ
ソ
コ
ン
文
字
入
力
練
習
コ

l
ス

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
う
方
の
た

め
に
、
取
り
扱
い
の
初
歩
か
ら
日
本

語
入
力
ま
で
を
習
得
し
ま
す
。

日
時

8
月
3
日
同
、

7
日
開

ω日
側
、
M
日
開
同
時
加
分

1

定
員

5
名

受
構
料

5
、
0
0
0
円

V
ヱ
ク
セ
ル
入
門
コ

l
ス

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
』
を

使
い
、
数
値
入
力
と
四
則
演
算
を
習

得
し
ま
す
。

日
時

8
月
2
日凶問、

4
B
樹

9
日
刷
、
日
目
幽
同
時
却
分
1

定
員

6
名

受
鶴
料

7
、
0
0
0
円

V
陶
芸
教
室

陶
心
黛
(
野
原
痔
夫
先
生
)
で
実

施
し
ま
す
.
1
・
2
日
目
に
自
由
に

作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
、

3
日

彩
色
し
ま
す
。

目
時

8
月
7
日
側
、

8
日
例

幻
日
間
開

昼
の
コ

l
ス

問
時

S

U
時

夜

の

コ
l
ス

時

時
3
引
時

申
込
み
、
問
合
せ

富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
2
6
1
9

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文

宮⑮6346

スポーツ教室 (1'¥ドミントン)

日時 7月15日(主) 13時30分~
河象来館者全員

i!!H~奮fi 1tið\ L)

皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
、
学
校
、

地
域
な
ど
に
お
い
て
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
内
容
、

そ
の
結
果
実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど

交
通
安
全
に
つ
な
が
る
も
の
に
つ
い

て
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

応
募
期
間

9
月
初
日
同
ま
で

応
募
区
分

小
学
生
低
学
年
の
部
、

中
学
年
の
部
、
高
学
年
の
部
、

中
学
生
の
部
、
母
親

・
一
般
の
部

• 
お化け屋数

日時 7月25日(火ト
河象幼児~夫人

(幼児は保渡者向伴)

108喜30分 ・13時30分
158さ30分の183回
日曜日 ・祭日は閉館です。

入場料無料

※幼兜連れの方は随時入場でき

ます。期間は約1か月です。

七夕祭り

日時 8月7日開)13時30分~
対象幼兜~小学生

定員 30名
※スイ力もあるよ

6月の町内交通事故
発生状況

( )は前年比

人..1尭生件担 2(+1) 
死者 Q (f:Q) 
傷者 2 (+1) 
物損件数 15 (-9) 
「スピードダウンとシートベルトJ
2つのSで安全運転

時間

4こ

応
募
方
法
な
ど
鮮
し
く
は
役
場
町

民
生
活
課
町
民
生
活
係
宮
⑮
6
9
8

5
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
税
関
へ

戦
後
引
揚
者
へ
の

保
管
物
の
返
還

税
関
で
は
お
預
か
り
し
て
い
る
放

の
も
の
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

O
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
捲
(
地
)
の

税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

.
柾
券
な
ど

O
海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事
館

に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・
旺
券
な
ど
の

う
ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の

税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

札
幌
税
関
支
署
宮
0
1

1
1
1
2
3
1
11
1
4
4
3
 

自衛官採用誌験のご案内
募集種目 資格 受付期間 試験日 合格発表

2等陸士 男 7月1臼(村

任 9月19日例 11月中旬

期 2等海土 子 18歳以上 9月8日樹
トー

1M . 女
2等空士 子 27歳未満

9月2513例) 11月15日

|¥ 曹候補士 1 (k: 9月16日
1政:9月28日

(男女) 8月7日明) 最終:11月15日

一般曹候補学生 18歳以上 2?:k:1O月上旬
1次:9月281ヨ

手ド (男女) 24歳未満 最終:11月9日

任
航空学生 9月8日働 l次:9月23日 1次:10月6悶
期

高 Z手
2~: 1O月 上旬 2~: 1l月 2 日

(男女) (予定者)
1M 
パイロット要員 21歳未満

3次:ll月中旬~ (航空のみ)

(航空のみ)最終早戒13年l月26日

• 

412または役場企画調整課基地※待遇得詳しくは上富良野募集事務所

調整室宮@6980へお問い合わせください。
ホームページは http://member.nifty.ne.jp/ asahikawaplo /です。

図



• 

交
通
事
故
死
ゼ
包

m
a達
成

平成12年6月12日達成
(起算日・平成11年11月26日)

町及び関係団体では、「交辿

=故死ゼロ500目Jと目標を設

定し、事故防止の啓蒙運動を

実施しています。

この度の200日逮成を基に、

「交通安全は家庭からJをメ

インスローガンに地域ぐるみ

で変通弱者、幼児 ・児童 ・生

徒、特にお年寄りを交通事故

から守りましょう。

上富良野町交通安全推進委員会
会長尾岸孝雄

上富良野町交通安全協会

会長坂 下達次

給水装置の工事及び修理依頼は指定業者まで

ご家庭に安全な水を供給するため、水道本管からの取り出し、

水道メーター及び蛇口までの給水装置工事は町が指定した業者が

行うこととなっており、指定工事業者以外は給水装置工事を行う

ことができません。

上富良野町が指定する給水装置工事業者は次の9社です。ご家

庭での水道工事、 水道修理は、指定業者にご連絡ください。

ぷzx』 社 名 住 所 電話番号

(同有我工業所 中町3丁目 4帯5号 45-2615 
町 (榊西塚清掃杜 北町1丁目 4番10号 45ー2312
内
(榊玉島設備工業 本町2丁目 2番4号 45-4773 
業

者 同志賀住宅設備 西1線北24号 45-9117 

(榊封馬工業 栄町2丁目 6番 l号 45-2253 

作i沖官設備技研工業 中?富良野町東4線北4号 44-4080 
町
(掛ヤマサ 富良野市学田3区 22-4168 外
業 {紛美瑛プロパンセンター 美瑛町丸山 1丁目 4番3号 0166・92-3141
者
判旦谷住宅設備 旭川市宮下通24丁目左5号 0166・31-1719

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

防災-0メモ②十腸岳の活動歴

(先月号からの続き)
記録に残されている過去5回の噴火活動
・安政4年
松浦武史郎が十勝岳の噴火を目撃し 『…山半腹にして火口
燃立て黒煙天を刺上るを見る…j(丁己右狩日誌)と記録して
いる。
・明治20年頃
大日方伝三は明治20年9月に十勝岳に登って f北海道鉱床
調査報文』で山頂の大噴火口と黒煙の噴出を見たζ とを伝え
ている。ζの場所は、硫黄鉱山の位置からも中央火口である
ことは明らかである。

・大正15年
大IE15年5月24日12時過ぎ最初の噴火、泥流が現在の白金
温泉まで遣する。岡田16時過ぎ2回目の大きな噴火。 ζの噴
火により中央火口丘の北西側が崩壊し、泥流となってよ富良
野、美瑛まで達した。死者行方不明144名。大正火口形成。約
3か月半の休止期を経て9月8日にも噴火、火口付近で2名
行方不明。噴火の数年前から、噴気活動の活発化、地中温度
のよ昇、鳴動、有感地震などの異常現象が認められていた。
・昭和37年
昭和37年6月29822時すぎに最初の噴火、噴石により硫黄
鉱業所の職員5名死亡。翌30日阜朝から大規模な噴火、噴煙
の高さは12.000m、降灰は千島中部地方まで及んだ。噴火活
動は断続的に7月来まで続き、大E火口の南側に r62-QJ -
r62-3J火口形成。噴火に先立つ10年程前から種々の異常現
象が認められ、特に昭和37年に入ってからは噴気活動、地
その他の現象が活発になった。
・昭和63年~平成元年
昭和63年12月16日から平成元年3月5日にかけて62-2火口
から21固の噴火を練り返した。噴火は小規模であったが爆発
的噴火を特徴とし、火砕サージや小型火砕流を伴うこと も
った。
噴火の数年前から、噴気活動の活発化、地中温度上昇、
震群発等の異常現象が観測された。

手供たら yf己_'Jから救がう!

少年の非行防止と有害環境の浄化

稽火を安全に楽しむための
6つの注意

お子きんの総子に変化はありませんか?夏

休みがえづくと少牟は、 4促進ぴ、無断タトUJ、

家出などの非行4こえりやすくなリます。

.4装や持ち物が念』こ派手になった

.tt't>*きがなく、家族どの対話を縫けるよ
うになった

・呼び出しの電話が頻繁にくるようになった

など「行動に変化Jがみられたら、放置する
ことなく総子のコえュニケーレョンで非行の

fを摘みましょう.また、見知らぬ男女が長。
リ令いになれる「フーレヨヲトダイヤJレjに

よる被害も身近に迫ってきています。

うちの子に限勺てなどと油断せず、は意し

ましょう.

上富良野交番

第

1
期
の
納
期
限
は
7
月
幻
自
で
す
。

気軽に楽しめる花火も正しく取り段わない

と火傷や火災なと大きな事畝につながります。

安全に楽しむための注意事項を守りましょう。

.sの強い日はレない
-子どちだ付でしない
-花火を束ねて点火しない
-水の入ったバケツを用意する
-悠えやすいものの近くでレない
.注憲・きを必す犠む

e手形@参事官r~lι@回



平
成
9
年
8
月
に
設
立
し
、
3
年

目
を
迎
え
た
「
つ
ば
さ
会
」
の
宮
崎

会
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
障
害
を
持
つ
人
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
い
き
い
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
陣
容
を
持
つ
人
の
自
立

・
自
活
に

巳ヨ

つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
働
く
場
所
、
住
む

場
所
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)
な
ど
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
自
立

・
自
活
に

一
歩
で
も
前
進
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
「
つ
ば
さ
会
」
を
通
じ

て
障
害
者
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い

観と子のきす怠家庭教育
シリーズ【162)

苦労を共にして
長男が6年生のとき、

きっかけに親子自転車旅行を始めました。以

校 1年を含め4因。その都度走行距離

休みの自由研究を

た
ち
に
は
ぱ

っ
て
き
」
と
付
け

来、

を約400kmと定め、 1週間かけて走ってきまし

た.在位経海峡を渡り、

趨え、名古

終的には箱根の山を

まで行きました。北海道に住ん

でいる者が炎天下を南へと向かうのですから、

その苦しさ、 苦手さは言語を絶するものがあり

つばさ会

会長宮崎 守 害ん

(本町1T!aD 

ます。

しかし、我が子と苦楽を共にすることによ

り、私は我が予をさらに理解し、私の生き方

を多少なりとも伝えることができたと思って

地で、犠々な

他人との出会いと別れがあり、人の優しさな

どを体験させることもできました。

私は、我が子に、人附としての生き方の
~<刷

本(綬)

また、初めて紡れたいます。

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。

活
動
は
ふ
れ
あ
い
広
場
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
資
源
回
収
、
ゴ
ミ
袋

販
売
、
ふ
れ
あ
い
花
壇
の
参
加
な
ど
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

方
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資

限
回
収
で
は
卯
件
を
趨
え
る
地
域
の

皆
さ
ん
に
古
新
聞
、
空
き
缶
な
ど
協

力
し
て
い
た
だ
き
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
「
本
当
に
こ
れ
で
い

い
の
か
?
」
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
は
小
さ

く
て
ま
だ
先
は
見
え
な
い
け
ど
、
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、
少
し
で
も
近
づ
い
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
.

を教えるのは、夫姉の最大の

いずれ親離れをし

が還し

業だ

と思っています。

ていきます。親がいなくても、我が

く生き敏いていける艇は、親がせずして維が

。れま、

自の中に入れても痛くない

同てるものだと

伸一阿部

ほど可愛から、厳しくしつけ

よ富良野小学校長

するでしょうカ 。

思います。

⑧' .. 鋤@卵<f{l カギ

ちょっと

食べてみること

日光の当たらない所

役についていること

海 ・湖に沿った陸の平地

⑦卵からかえったばかりのかいこ

会や催しものの進行役

自分の兄弟 ・姉妹の息子のこと

⑪すべての障害とりのぞき支障が

ないようにする

⑪墓地にあるのは

⑮下一00

⑮アノレカリ性一00性

⑪海を英語で

の

味の加減をみるため、

コヨ
① 

口
③ @ 

口
⑤ 

口
⑮ ② 

⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ ③ ロ
@ ⑮ 

⑧ ⑨ 

へご符著書軍事えを7月31自家でに役級会画面n... 
くだdい.記念品を鐙し上げます.

氏名答え

カギ

①人の住んでいない家は00家
②七 ・五 ・三のお祝いに神社にお

参りに行くこと

③この線をこえると閉じ日をくり

返したり、 l日とんだりします

rooo変更線J
④暑い日にイチゴ味、メロン味な

どのシロップをかけて食べると

おいしい

⑥物事が好ましい方向に進むよう

す rooooしいJ
⑩ f簡単Jこれを英語で?

⑫お互いの微妙な調子や気持ちが

一致すること roooの呼吸J
⑬吹いて音を出す楽器

⑮ f旅の00はかきすてJ
ゃいけません

これじ

のナタ• 

図

6月号の答えは「チチノヒjでした



かわい 1"]ん~

淘合健太くん
(早民主61:草笠まれ ・扇町1丁目)

「運動会・玉入れj

1jぐま ひでとし

小熊英敏くん
(~~6年$まれ ・ 。匂2丁目)

fぼくの顔」

ねの玉がコロコロころがって、

沿って、投げて、力コに玉が入っ

ていく、劃さのある給が活けま

したね。

西

保

育

所

}旨.aと把かい所まで渇いて
よく似た頗ができましだ。給を

飾る韻も色々な折り紙をつかい、

きれいにできましだ.

(物芥先主)

1ct 

• 

(拘芥宛笠)

めノ、、りi争
賠 =三、 て

先月号の松浦真智子さんとは、子ど

ち力可司級生ということで保育所持代か

らのお友達。遊びに行ったり参観日な

ど、欠しi辰りのおしゃべりを楽しくし
ています。女の子だつだら一度は理想

の結婚を患い渇くと患います。まゆみ

さんは農家の長女に生まれ、両親ちサ

ラリーマンの家庭に嫁いでほしいと患

っていたそうですが、 2年ほど共働き
の笠活を経験後、夫が農業を継ぐこと

になり、現在はビート、豆などを作る

畑作農家です。「一白申草取りで忙しい

毎日ですが、忙しい中にもがんばって

時間をつくり、ミニバレーやショッピ

ング、子どちとの時間、家族の時間を

大切にしたい」と話してくれました。

むら

井村まゆみさん
昭和37年生まれ

東3.北26号

よ残実な何り敬謝い l時地これイカのってり肪迎
り念にり事ま意をる間域とまベ事協りラまれえい
ー で存、にすを申方を振ですン仕カがベすて、よ ー
あ在まお 。表し々作興あ 。 トをと多ン 。頂今ぃa・
のりすたいしす上にりのり本が頂 、jiダ地き年よ .
充まる、てかるげは協たま 当 J避さ多出|域たも観
実すこ批もしとる 、力めすに会そ忙皮ま仮い多光
と 。とキIJで、 こ と心をに 。有にれな箸つ興もくシ
発 に者す他ろとか頂貫主:り実ぞ中のりののの l
展 つにが方でもらい並剣難施れに方 、イ と方ズ
の いな、であに感てなにいさの労々 ートベ期々ン
たてる評、 、 ー 勝ン符に最
め は方論 ，ノ ~' 岳トし我盛
の 蹴も家 ytr 'oX‘ 火 とて町期
建 に現に ， .， ，~喝 ましおをどを

し恵よ 「私 の思い」 でるぞ考故
てまりこ あこれえ的
おれ 、れ "'r-&尾牟孝雄 りとのをな
り盛上か までイ述ご
ま会宮らり迎ですも とちけし協こすあベベ意
すで良のまえ今が順好思づ合 、働れ 。るンて見
。あ野各すた年.二調突いくう共のか とト頂や
り神種 。いこ塑にのまりょにまら 、やく改
ま社イ もそ度成日すをう協ちの 私事こ普
す祭べ のはな脊が 。図に力づま は業と策
こ典ン と鑑降し統 り心しくち 思のこげ
ともト 祈穣雨てき たが合りづ うたそ二
を好は つのとお腹 いけいをく とめ、して
祈天も て秋適り作 もた 、目り こにそ LJ
念にと おを温ま物 のま助指は ろなれ、

町立病院へ
@本間房さん{緑町)から、

用品蹄入資金として、10万円

を.

@}II野純男さん(旭野)から.宥

用品購入資金として、 5万
を.
0黒悶孫吉さん(日の出)から.
用品購入資金として、 5万

円を。

社会福後協強会へ

@菊地正行さん(錦町}から、母

・シゲヲさんの死去に際して、

5万円と、紙おむつ多数を.
@m藤シツエさん(緑町}から、

夫 ・松次さんの死去に際して、

5万円を.
。森武雄さん(宮町)から、

父 ・久保政義さんの死去に慨し

て、 5万円を.
@舘入信子さん(宮町)から、録

・カツ子さんの死去に慨して、

5万円を.
@隊友会よ富良野支部から、ピー

ルパーティー益金2万円を.
@野崎末子さん(旭野)から.失

・孝一郎さんの死去に隙して、

10万円を.

@中村摘さん(本町)から、

.*つ子さんの死去に際して.

5万円を.

た
く
さ
九
の

窃
り
が
と
う

3
ざ
い
ま
し
た

白手え'~O)~trr 1 Lcめ固
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「ちょっと雨が山配だったからてるてるぼ

うすつくったんだ。晴れてよかった。」子ども

たちの願いがかない、天候がrQ，¥配されていだ

よ小、西小の運動会が6月11日予定通り行わ

れ疋。商絞の応握合戦は烈が入っていて、運

動会をいっそう盛り上げていた。6月18日に
は、雨の心、自己はまったくない清宮小、 江幌小

の運動会が行われた。地域の皆さんが参加す

るほのぼのとした遇制会。今年もまた楽しい

思い出の1ページをつづったことだろう。

図

編
集
後
記

・
祭、

イ
ベ
ン
ト
の
参
節
で
す
ね
.
い
つ
に
な
豆
町

並
み
は
花
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
、
彩
り
が
お
も
て
な

し
の
、
む
を
表
し
た
か
の
よ
う
に
明
る
い
町
並
み
に
な

っ
て
い
ま
す
が
‘
せ
っ
か
く
鏑
え
た
花
の
常
闘
を
ご
っ

そ
り
銭
い
て
も
っ
て
い
っ
た
あ
と
や
プ
ラ
ン
タ
ー
ご

と
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞
く
と
、
な
ん
と
も
い

え
な
い
気
持
ち
に
な
り
注
す
.
-
こ
れ
か
ら
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
紫
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
上
徳
良
野
を
お
お
い
ま

す
.
あ
ざ
や
か
な
繁
色
が
長
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
大

雨
は
途
慮
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
・
〈
お
}

・
自
転
車
っ
て
い
い
な
l
S
近
そ
う
思
う
よ
う
に
な

り
、
す
ご
く
白
紙
取
が
欲
し
い
の
で
す
.
『
一買
え
ば
』

と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
な
の
で
す
が
、
よ
く
考
え

る
と
あ
ま
り
乗
る
僚
会
が
無
い
な
と
思
っ
て
し
ま
い

な
か
な
か
思
い
切
れ
ま
せ
ん
.
町
の
ゆ
に
住
ん
で
い

れ
ば
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
な
ど
と
便
利
な
の
で
し
ょ

う
が
・:
.
夜
に
な
る
と
奥
つ
帽
に
な
る
所
で
は
ち
ょ

っ
と
怖
い
で
す
し
、
雨
が
降
ヲ
た
り
す
る
と
怠
な
い

で
す
か
ら
ね
.
給
対
買
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
た
ま
に
震
り
た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
.
{
ひ
}
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